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1. 甲状線疾患の臨床(総括)
寛
大学院公開講座として「甲状腺疾患の臨床Jがとりあ
ヨム 毅*
説明し，パセドウ病の病菌と LATS，自己免疫性との
関連がのべられている。
甲状腺安患の臨沫検査法では甲状掠の一次的検査とア
イソトープ検査とを組合せ，検査法の選択の手.J(翼を考察
していただいた。小児の甲状腺疾患としては治震を要し
ない思春期性甲状謀腫が最も多いが，減少額向にあるク
レチン病，世界的に増加傾向にあるパセドウ病と橋本病
についても話をしていただいた。ついで橋本病の病理学
として，その代表的な自己免疫疾患としての病理，更に
はエヲテマトーデスのような全身性でなく摂界性岳弓免
疫疾患である特徴，あるいは実験的に昌己抜体産生機序
が解明されつつあることなどを平易に解説しである。甲
状膿疾患の治寮については，とくにパセドワ病の治療に
ついて内科療法，およびアイソトーフ。療法のそれぞれの
特搬，治主主率について述べられている。外科療法として
は甲状腺癌の治療法， 分北癌， 未分f己主， 髄様癌の頻
度，予後について自験成援をもとに話していただいた。
各分野のそれぞれの専門家にお騒いしただけあって，
比較的最新の知見や治疲成績が示されてお安，大学践の
学生諸君や若い医界の諸先生には得るところが多く呂常
の臨床を処理していく上に役立つことと信ずる次第で島
る。
げられ，私がその司会者の役を承わることになった。一
口に甲状醸の疾患といっても揺の宗いことであ久その
検査診断，治療に関する爵題も多彩である。その中で比
較的一般的で日営の臨床記多く遭遇する疾患は甲状親機
詑の充進症または抵下症，良性または悪性の麗蕩，'慢性
または豆急性の炎症などであろう。これら疾病の臨床検
室方誤，内科，外科，放射線替における治疲方法，病理
形態学，病態生理学，免疫学，小売科関係などそれぞれ
の立場から見た特殊性が存在する。各分野での専門の誇
先生に研究面や臨床経験などについて多年に亘る深い寵
蓄を額げていただいた。
おのおのの項吾について簡単な説明を加えると次の通
習である。先ず病理形態冨からは甲状隷癌の病理をと予
あげ，その複雑多岐に豆っている分類法を整理し理解し
やすい形にしていただいた。本文中にもあるように良性
悪性の区別は病理の冨でも函難であり，所謂悪性とよば
れるものの中にも良性に近いものや悪4控度の高いものが
存在することに注意が必要であろう。甲状謀疾患の病患
生理面については，甲状譲ホルモン Ta，T4の生成と血
中への放出，血中での結合状慧から話をはじめていただ
き，合成障害や結合龍異常にまで言及された。また下重
体一一甲状擦問のフィードパック機構の重要性記ついて
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